
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ 食材の産地情報、放射性物質検査報告、市内産野菜の使用等について 
印刷業者さんが記入するスペースです。 
枠の有無は、見やすいように業者さんに決めてもらいます。 

  

11 月 23 日は勤労感謝の日です。毎日の食事は、生き物の命や自然の恵みを
はじめ、多くの人の支えによって成り立っています。心を込めて「いただきま

す」や「ごちそうさま」の挨拶をし、食事を大切にいただきましょう。 
 １１月の給食には、季節の食材を使った「「ハハニニーーポポテテトト（（ささつつままいいもも））」」や「「きき

ののここススーーププ（（ししめめじじ・・ええののきき・・ししいいたたけけ））」」、、「「ささんんままののかかばば焼焼（（ささんんまま））※※」」、、

「「ささつつままいいももじじるる（（ささつつままいいもも））」」を取り入れています。また、兵兵庫庫県県のの食食材材「「つつ

くくだだにに（（兵兵庫庫ののりり））」」、、「「いいちちじじくくゼゼリリーー」」「「兵兵庫庫県県産産つつくくねねののううままにに」」「「ククリリーームム

ススパパゲゲテティィ（（兵兵庫庫県県産産パパススタタ））」」など地元の食材も多く取り入れています。 
※特別支援学校では、「さんまのかんろに」に変更しています。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

今今月月のの目目標標  ：：  感感謝謝のの気気持持ちちををももっってて食食べべよようう  
 

11月24日は、「和食の日」です。「和食」というと、みそ汁、すし、そば、 

うどんなどの定番料理を思い浮かべる人も多いかと思います。最近で 

は、ラーメンやカレーといった外国から伝わった料理も、アレンジが加えら 

れて日本独自の料理として発展し、外国人観光客にも人気のグルメとなっています。 

2013年にユネスコ無形文化遺産に登録された「和食；日本人の伝統的な食文化」は、

日本人が基礎とする“自然の尊重”という精神にのっとった食に関する社会的慣習が認

められたものです。その特徴として、以下の４つが挙げられています。 
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多様で新鮮な食材と

その持ち味の尊重 

健康的な食生活を 

支える栄養バランス 

自然の美しさや季節

の移ろいの表現 

正月などの年中行事

との密接な関わり 

ご飯として食べるほか、団子や餅

にしたり、発酵させて調味料にし

たりと、形を変えて用いられてい

ます。 

昆布やかつお節、煮干し、干しし

いたけなどの食材から「うま味」

を引き出したもので、和食の味の

基本です。「うま味」は日本人が

発見した日本独自の味覚で、海外

でも「UMAMI」と呼ばれます。 

微生物の力を利用して、独特な 

風味やうま味を作り出した発酵 

調味料の数々も、和食には欠か 

せません。 

食器や箸を 

正しく使い 

ましょう 

心を込めて 

あいさつを 

しましょう 

郷土料理など

を味わって 

みましょう 

◆神戸市内産米使用
◆ �BE KOBE農産物（こうべ旬菜）
   使用予定
　こまつな、ほうれんそう、キャベツ、
　チンゲンサイ

★食材の産地情報等を掲載

神戸市学校給食会 検索


